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【解　説】

2（1）　（道順）

右の図のように、曲がり角までの行き方の合計を

書きこんで調べると、AからBまで行く行き方は

15通りあることがわかります。

（2）　（階差数列）

となり合う２つの数の差が、｢1、2、3、…｣という等差数列になっています。

15番目の数までに、となり合う２つの数の差は15－1＝14（個）あります。

（1＋14）×14÷2＝105……１番目の数と15番目の数の差

よって、初めから15番目の数は5＋105＝110となります。

（3）　（分配算）

線分図に整理すると、右のようになります。

Bを求めたいので、AとCをBにそろえます。

322－（40＋12）＝270……Bの３倍

270÷3＝90

（4）　（倍数算）

線分図に整理すると、右のようになります。

使った金額が同じなので、本を買う前と買った

後の兄と弟の所持金の差は変わりません。

２人の所持金の差に着目すると、

1200円（＝2100－900）が③（＝④－①）にあたる

ことがわかります。

1200÷3＝400（円）……①にあたる金額

900－400＝500（円）

A

1

1 1 1 1

3 6 10
15

2 3 4 5

1
B

A
40

B

C
12

322

兄

2100円

本

本

③

④

①
弟

900円
1200円
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（5）　（面積比と底辺比）

アの面積を１とします。

アとイは高さの等しい三角形なので、底辺比の1：3は面積比と等しくなります。

1× 3
1 ＝3……イの面積

アとイを合わせた三角形とウは高さの等しい三角形なので、アとイを合わせた三角形と

ウの面積比は底辺比の1：1となります。

1＋3＝4……アとイを合わせた三角形の面積＝ウの面積

よって、ア、イ、ウの面積比は1：3：4 となります。

（6）　（回転体の体積）

右のような円柱と円すいを合わせた立体ができます。

4×4×3.14×4＋4×4×3.14×3× 1
3 ＝251.2（cm3）

3（場合の数）

　大のさいころと小のさいころの出た目を、（大、小）で表すことにします。

（1）　目の数の和が６になるのは、（1、5）、（2、4）、（3、3）、（4、2）、（5、1）の５通りあります。

（2）　目の数の差が１になるのは、（1、2）、（2、1）、（2、3）、（3、2）、（3、4）、（4、3）、

（4、5）、（5、4）、（5、6）、（6、5）の10通りあります。

（3）　目の数の積が偶
ぐう

数
すう

になるには、２個の目のうちの少なくとも１個が偶数であればよいこ

とになります。

大の目が1、3、5のとき→小の目は2、4、6の３通りずつあります。

大の目が2、4、6のとき→小の目は1 ～ 6の６通りずつあります。

3×3＋3×6＝27（通り）

（別解）

目の積が奇
き

数
すう

になるのは、２個の目の両方ともが奇数のときです。

大の目が1、3、5のとき→小の目は1、3、5の３通りずつあります。

目の出方は全部で6×6＝36（通り）、２個の目の積が奇数になるのは3×3＝9（通り）ある

ので、２個の目の積が偶数になるのは36－9＝27（通り）とわかります。

4 　（割合と比）

（1）　初めに容積の 1
3 入っていて、くみ出した後は容積の 1

7 になったのだから、Aからく

み出した水の量は、Aの容積の 1
3 － 1

7 ＝ 4
21 にあたります。

（2）　Bは、初めに容器いっぱいに水が入っていて、くみ出した後は容積の 1
5 になったのだ

から、Bからくみ出した水の量は、Bの容積の1－ 1
5 ＝ 4

5 にあたります。

4cm

ℓ

4cm

5cm3cm
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２つの容器からくみ出した水の量は等しいので、Aの 4
21 とBの 4

5 が等しいことにな

ります。

A× 4
21 ＝B× 4

5 より、A：B＝ 21
4 ： 5

4 ＝21：5です。

（3）　78× 21
21＋5 ＝63（Ｌ）･･････Aの容積

63× 4
21 ＝12（Ｌ）

5 　（面積と規則）

（1）　④は、問題の図のA4とA5とA6を結んでできる三角形です。

（4＋6）×5÷2＝25（cm2）

（2）　⑥は、右の図のような、Ａ6とＡ7とＡ8を結んでできる

三角形となります。

（6＋8）×7÷2＝49（cm2）

（3）　①の面積＝（1＋3）×2÷2＝4＝2×2（cm2）、②の面積＝（2＋4）×3÷2＝9＝3×3（cm2）、 

③ の 面 積 ＝（3＋5）×4÷2＝16＝4×4（cm2）、 ④ の 面 積 ＝25＝5×5（cm2）、 … と な り、 

㋐の面積＝（ア＋１）×（ア＋１）になることがわかります。

900＝30×30（cm2）より、ア＝30－1＝29です。

6 　（倍数の個数）

（1）　２と３と５の最小公倍数は30です。よって、コインが３枚
まい

入る箱の番号は、２と３と５

の公倍数の30の倍数になります。

30×2＝60……箱の番号の最小

30×3－1＝89……箱の番号の最大

よって、箱の個数は最も少なくて60個、最も多くて89個と考えられます。

（2）　①　�コインが１枚も入っていない箱は、箱の番号が2、3、5のどの倍数でもない数です。

よって、箱の番号を30で割ったときに割り切れずに余りが、｢1、7、11、13、17、

19、23、29｣のいずれかになるときです。

　　�この８個の数のくり返しをもとにして考えると、20÷8＝2余り4より、余りの４は

13を表すので、30×2＋13＝73（個）が考えられる最も少ない個数、30×2＋17－1＝

76（個）が考えられる最も多い個数となります。

②　�76÷2＝38（枚）……２の倍数の箱に入れたコインの枚数

　　�76÷3＝25余り1→25枚……３の倍数の箱に入れたコインの枚数

　　�76÷5＝15余り1→15枚……５の倍数の箱に入れたコインの枚数

　　よって、箱の中に入れたコインは全部で38＋25＋15＝78（枚）です。

6cm

8cm

7cm

A6

A7

A8
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7 　（旅人算）

　点Ｐ、Ｑの移動の様子は、次のグラフのようになります。

 

（1）　グラフより、「出発してからの、ＰとＱの動いた道のりの合計」が42cm（＝21×2）になる

とき、ＰとＱは初めて出会い、それ以後も同じ周期で出会うことがわかります。

42÷（3.5＋1.5）＝8.4（秒後）……出発してからＰとＱが初めて出会うまでの時間

よって、２点P、Qが２回目に出会うのは、出発してから8.4×2＝16.8（秒後）です。

（2）　グラフより、出発してからＰがＱより往復の道のり分（42cm）多く動いたとき、ＰはＱに

初めて追いつくことがわかります。

よって、初めて点Pが点Qに追いつくのは、出発してから42÷（3.5－1.5）＝21（秒後）です。

（3）　ＰとＱの間が最も離
はな

れるのは、「Ｐ、Ｑのどちらかが、ＡかＢにいるとき」です。42秒後

を軸としてグラフは左右対
たい

称
しょう

になるので、42秒後までの「Ｐ、Ｑのどちらかが、ＡかＢに

いるとき」を調べると、出発してから12秒後と30秒後にＰ、Ｑの距
きょ

離
り

が最も離れることが

わかります。その距離は、1.5×12＝18（㎝）です。

（参考）

点対称に着目して考えることもできます。

0 ～ 42秒後のグラフは、上のグラフの「○」（追いついたところ）を対称の中心とする点対

称な図形になるので、21秒後までの「P、Qのどちらかが、AかBにいるとき」を調べると、

出発してから12秒後にP、Qの距離が最も離れることがわかります。その距離は、1.5×

12＝18（cm）です。

8 　（立体の切断と性質）

（1）　立体②の面の数は、立体①の面の数より、立体①の頂
ちょう

点
てん

の数だけ増え、6＋8＝14となり

ます。

立体①には辺が12あるので、辺の真ん中の点も12あります。これがそのまま立体②の頂

点の数になります。よって、立体②の頂点の数は12です。

立体②のどの頂点にも４つの辺が集まるので、立体②の辺の数は、4×12÷2＝24になり

ます。

12

B

Ｐ

Ｑ

出会い 追いつき

A
0 24

30
28 36 42 48 （秒）
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（2）　立体①の１辺の長さを１とします。

1×1×1＝1……立体①の体積

1－ 1
2 × 1

2 ÷2× 1
2 × 1

3 ×8＝ 5
6 ……立体②の体積

5
6 ÷１＝ 5

6
（3）　（1）より、立体②には12の頂点があるので、立体③の面の数は14＋12＝26となります。

また、立体②には24の辺があるので、立体③の頂点の数は24となります。

立体③のどの頂点にも４つの辺が集まるので、立体③の辺の数は4×24÷2＝48となりま

す。同様にして、立体④、⑤、⑥の面、頂点、辺の数は次の表のようになります。

立体① 立体② 立体③ 立体④ 立体⑤ 立体⑥

面の数 6 14 26 50 98 194

頂点の数 8 12 24 48 96 192

辺の数 12 24 48 96 192 384
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卑弥呼
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【解　説】
1　日本の都道府県に関する問題
　最初にＡ～Ｆの道府県を確定します。Ａ
は和歌山県、Ｂは山形県、Ｃは新

にい

潟
がた

県、Ｄ
は沖
おき

縄
なわ

県、Ｅは北海道、Ｆは鳥取県です。
問１（１）沖縄県の県

けん

庁
ちょう

所在地は那
な

覇
は

、北
海道の道庁所在地は札

さっ

幌
ぽろ

です。
　（２）和歌山県の最

さい

南
なん

端
たん

は潮
しおの

岬
みさき

で、梅雨
と台風の時期である６月と９月の降

こう

水
すい

量
りょう

が多くなっています。イは瀬
せ

戸
と

内
うち

の気候
の特色を示す高松、ウは北海道の気候の
特色を示す網

あ

走
ばしり

、エは太平洋側の気候の
特色を示す仙

せん

台
だい

の雨温図です。
　（３）イは沖縄県竹

たけ

富
とみ

島
じま

の伝統的な家屋
の写真です。台風は沖縄県へ勢力の強い
まま上陸することが多く、台風の被

ひ

害
がい

を
防ぐため屋根を低くし石

いし

垣
がき

で家屋を囲み
屋
や

根
ね

瓦
がわら

をしっくいで塗
ぬ

り固めるなど、
様々な対

たい

策
さく

がとられています。アは木
き

曽
そ

川
がわ

下流の輪中で見られる盛
もり

土
ど

をして洪
こう

水
ずい

時
じ

の水害に遭
あ

わないようにした水屋、ウ
は岩手県の曲がり屋、エは世界遺

い

産
さん

に登
録されている、岐

ぎ

阜
ふ

県などに見られる合
がっ

掌
しょう

造
づくり

の建物です。
　（４）アは鳥取県、イは高知県、ウは岩
手県、エは熊

くま

本
もと

県です。
問２　大

おお

阪
さか

府の2015年から2016年にかけ
ての人口増減率は－0.08％となり、戦後
初めて減少に転じました。愛知県は0.32
％、神

か

奈
な

川
がわ

県は0.20％、埼
さい

玉
たま

県は0.32％
それぞれ増加しています。
問３　北海道はビールや乳

にゅう

製
せい

品
ひん

の他に缶
かん

詰
づめ

工業などの水産加工が盛
さか

んなことも反
はん

映
えい

して、食料品の割合が高くなっているの
が特色です。その結果北海道は鹿児島県
に次いで食料品が製造品出荷額に占める
割
わり

合
あい

が高い都道府県となっています。ア

は長野県、イは富山県、ウは愛知県です。
問４　沖縄県には多くのアメリカ軍基地が
設置されていることから、アメリカ人の
割合が高くなっています。和歌山県は韓

かん

国
こく

、山形県、新潟県、北海道、鳥取県は
中国が国別では最も多くなっています。
問５　2015年の米の収

しゅう

穫
かく

量
りょう

は新潟県、北
海道、秋田県、山形県、宮

みや

城
ぎ

県、茨
いばら

城
き

県、
福島県の順になっています。地方別では
東北地方が全体の約26.9％を占め第１位
となっています。
問６　山形県の県章は、県内の山々を３つ
の三角形で表していると同時に最上川の
流れも示しています。最上川は日本三急
流のひとつで、山形県内のみを流れる全
長約229kmの川です。
問７　重要文化財とは、日本にある歴史・
芸術上で価

か

値
ち

の高い有形文化財を、文化
財保護法に基づいて文部科学大臣が指定
したものです。博物館や美術館が多い東
京都や、長く日本の中心地であった近

きん

畿
き

地方の府県などで多くなっています。大
学短大の数は東京都、大阪府、愛知県、
兵庫県の順、博物館の数は長野県、北海
道、東京都、新潟県の順です。史

し

跡
せき

名勝
天然記念物は文化財保護法に基づき文部
科学大臣が指定するもので、単独の都道
府県内にあるものとしては奈

な

良
ら

県、京都
府、福

ふく

岡
おか

県、山口県の順に多くなってい
ます。
問８（１）新潟県の県鳥となっているのは
トキです。かつてトキは東アジア一帯で
広く見られる鳥でしたが、乱

らん

獲
かく

や開発に
より個体数が減少し、日本産のトキも
2003年に絶

ぜつ

滅
めつ

しました。
　（２）アの佐

さ

渡
どが

島
しま

には佐渡トキ保護セン
ターが設けられ、トキの人工繁

はん

殖
しょく

や野生
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復帰のための活動などが行われていま
す。イは長

なが

崎
さき

県の対馬、ウは沖縄島、エ
は兵庫県の淡

あわ

路
じ

島
しま

です。
問９（１）北海道の道鳥となっているのは
タンチョウです。タンチョウはツル科の
鳥で、釧

くし

路
ろ

湿
しつ

原
げん

国立公園を始めとする北
海道の湿

しっ

地
ち

に生息しています。翼
つばさ

を広げ
ると約2.4ｍにもなる日本最大の鳥です。
一時は絶滅が心配されていました。
　（２）釧路湿原は日本最大の湿原で、
1980年にラムサール条約に登録されま
した。
2　歴史の史料に関する問題
問１　現在の和歌山県にあった阿

あ

氐
て

河
がわ

荘
しょう

上
村の農民たちが、地頭の不法を荘

しょう

園
えん

領主
に訴

うった

えたのがＡの文書です。
問２　文永の役は1274年に起きました。
空海が真

しん

言
ごん

宗
しゅう

を開いたのが806年、御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

が出されたのが1232年、承
じょう

久
きゅう

の
乱
らん

が起きたのが1221年、足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

が六
ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

を攻
せ

めたのが1333年ですので、
エとなります。鎌

かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

はこの年に滅
めつ

亡
ぼう

しました。
問３（１）第一次世界大戦は、1914年に
オーストリア皇

こう

帝
てい

の後
こう

継
けい

者
しゃ

がサラエボで
殺された事件をきっかけとして始まりま
した。戦争はドイツ・オーストリアなど
の同
どう

盟
めい

国
こく

と、イギリス・フランス・ロシ
アなどの連合国とのあいだで行われまし
た。
　（２）日本は第一次世界大戦中の1915年
に、中国の袁

えん

世
せい

凱
がい

政
せい

権
けん

に対して山東半島
のドイツの権

けん

利
り

を日本に譲
ゆず

ることや、満
州での日本の権利を広げるなどの内容の
二十一か条の要求を出し認

みと

めさせまし
た。
問４　第一次世界大戦で日本は、日英同盟

を口実に連合国側についてドイツに宣
せん

戦
せん

しました。日本軍は太平洋のドイツ領南
なん

洋
よう

諸
しょ

島
とう

や、ドイツの基地があった山東半
島の青

チン

島
タオ

などを占
せん

領
りょう

しました。
問５　中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

らと天皇中心
の国づくりを目指して、645年から大化
の改新を実施しました。翌

よく

年
とし

改新の詔を
出し、公地公民制や班

はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

の実
じっ

施
し

など
様々な改

かい

革
かく

を行い、668年に天
てん

智
じ

天皇と
して即位しました。持

じ

統
とう

天
てん

皇
のう

は694年に
日本で最初に計画的につくられた都であ
る藤
ふじ

原
わら

京
きょう

へ遷
せん

都
と

した人物、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は推
すい

古
こ

天皇の摂
せっ

政
しょう

として、十七条の憲
けん

法
ぽう

の発
布や遣

けん

隋
ずい

使
し

の派
は

遣
けん

などを行った人物、大
海人皇子は天智天皇の弟で、のちに天武
天皇となった人物です。
問６　改新の詔には、氏

し

姓
せい

制度による私
し

地
ち

私
し

民
みん

を廃止し、土地や人民はすべて朝
ちょう

廷
てい

のものとする公地公民制度について記さ
れています。
問７　調や庸

よう

は農民が都へ運ばなければな
らず、その往復の食料は自分たちで用意
しなければなりませんでした。そのため
農民の負

ふ

担
たん

は大変重く、調や庸の負担の
ない女性として戸

こ

籍
せき

に偽
いつわ

って登録するこ
となどが多く見られました。
問８　『魏

ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

には３世紀初め頃
ころ

の
日本の様子が記されています。紀元前１
世紀の日本の様子が描

か

かれているのは
『漢

かん

書
じょ

』地
ち

理
り

志
し

、１世紀半ば頃の日本の
様子が描かれているのは『後

ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

、５世紀頃の日本の様子が描かれてい
るのは『宋

そう

書
じょ

』倭
わ

国
こく

伝
でん

です。
問９　『魏志』倭人伝には、女王卑

ひ

弥
み

呼
こ

が
治めていた邪

や

馬
ま

台
たい

国
こく

に身分の差があった
こと、入

い

れ墨
ずみ

の風習があったことなどの
様子が、描かれています。邪馬台国はそ
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の所在地をめぐって九州説と畿
き

内
ない

説
せつ

に分
かれています。
問10　『魏志』倭人伝には卑弥呼という女
王が呪

じゅ

術
じゅつ

をもって邪馬台国を治めていた
ことが記されています。
問11（１）民撰議院設立建白書は、1874
年に板

いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

や後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

、江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

ら
によって政府に提出された、最初の民選
の議会開設要望書です。
　（２）民撰議院設立建白書が出されたこ
とによりその考え方は次第に国民に浸

しん

透
とう

していき、自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運
うん

動
どう

が高まるきっか
けとなりました。自由民権運動は、憲法
を制定し国会を開設するなどの近代国家
の建設をめざして進められました。板垣
退助らはフランス流の急進的な主張をも
とに自

じ

由
ゆう

党
とう

を結成し、自由民権運動の拡
かく

大
だい

に努めました。
問12　民撰議院設立建白書では政治権

けん

力
りょく

が天皇や国民ではなく、官
かん

僚
りょう

にあること
を批

ひ

判
はん

しましたが、当時の官僚は明
めい

治
じ

維
い

新
しん

を主導した薩
さつ

摩
ま

藩
はん

、長州藩、土
と

佐
さ

藩、
肥
ひ

前
ぜん

藩の出身者、特に薩摩藩と長州藩の
出身者が中心で藩

はん

閥
ばつ

政治と呼ばれる政治
が行われました。旧

きゅう

会
あい

津
づ

藩は幕府側につ
いたため、新政府側から徹

てっ

底
てい

的
てき

な弾
だん

圧
あつ

を
受けました。そのため会津出身者で新政
府の要職に就

つ

いた人は多くありません。
問13　Ａは1275年、Ｂは1915年、Ｃは646
年、Ｄは３世紀、Ｅは1874年のことで
すから、Ｄ→Ｃ→Ａ→Ｅ→Ｂとなります。
3　内

ない

閣
かく

に関する問題
問１（１）最

さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の長官は内閣の指名
に基づいて天皇が任命します。
　（２）内閣が憲法及び法

ほう

律
りつ

の規定を実施
するために制定できるのは政令です。政
令や条例はいずれも法律の範

はん

囲
い

内
ない

でのみ

制定することが認められています。
問２　消防庁は総務省に属しています。総
務省は地方公共団体との連

れん

絡
らく

、公務員制
度、消防・防災、郵

ゆう

政
せい

、放送や情報・通
信に関する仕事などを行っています。
問３　拡大して複雑になった行政の仕事を
整理して効率化を図ることを行政改革と
いいます。規

き

制
せい

緩
かん

和
わ

や市町村の合
がっ

併
ぺい

、民
営化などの他に地

ち

方
ほう

分
ぶん

権
けん

の推
すい

進
しん

などがあ
げられます。中

ちゅう

央
おう

集
しゅう

権
けん

とは国に権
けん

限
げん

を集
中させることで、近年では地方分権が求
められるようになってきています。
問４　憲法第68条で内閣総理大臣は、国
務大臣の過半数を国会議員の中から選ば
なければならないことが定められていま
す。また職業軍人でない人を文民といい、
国務大臣は文民でなければならないと定
められています。日本の内閣の解

かい

釈
しゃく

では
現職の自衛官以外の人とされています
が、過去に職業軍人であった人は、文民
ではないという意見もあります。
問５（１）内閣が意思決定を行うための非
公開の会議を閣議といい、内閣総理大臣
が主
しゅ

宰
さい

します。原則として全
ぜん

会
かい

一
いっ

致
ち

で決
定することになっています。
　（２）文

ムン

在
ジェ

寅
イン

大統領の任期は2017年５月
からの５年間です。潘

パン

基
ギ

文
ムン

は前国連事務
総長、朴

パク

槿
ク

恵
ネ

は前韓国大統領、李
イ

明
ミョン

博
バク

は
第17代韓国大統領です。
　（３）憲法第66条で、内閣は、行政権の
行使について、国会に対して連帯して責
任を負うことが定められています。国会
の信任のもとに内閣がつくられるしくみ
となっていて、これが議院内閣制です。
　（４）内閣不信任案が可決された場合に
ついては憲法第69条に定められていま
す。議決後10日以内に衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

の解散が
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行われない場合は、内閣は総辞職します。
　（５）会計検査院は国の予算が正しく使
われているかを検査する機関で、国家公
務員の人事行政を行う行政委員会である
人事院とともに中立と公正が必要とされ
るため、内閣から独立した地位におかれ
ています。
4　社会保

ほ

障
しょう

に関する問題
問１　生

せい

存
ぞん

権は社会権の中で最も基本的な
権利です。国は憲法第25条に基づいて
社会福祉や社会保障の向上に努めなけれ
ばならない、とされています。
問２　社会保険は生活に影

えい

響
きょう

を与
あた

える病気
や高
こう

齢
れい

化
か

、失業などに対して給付を行い
ます。生命保険は、病気や死亡などに備
えて個人が加入する民間の保険です。
問３　介

かい

護
ご

保険制度は2000年４月から実
施された社会保険制度の１つで、保険料
は満40歳

さい

以上の者が支払うことになっ
ています。この保険の対象者は65歳以
上の高齢者と40歳から64歳までの要介
護者、要支援者となります。
問４（１）アのマークは1969年に国際リ
ハビリテーション協会によって制定され
たマークで、全世界で使用されています。
このマークは障害のある人全

ぜん

般
ぱん

が利用で
きる設備や建物などにつけられるマーク
で、車いす用のトイレを示したり、車い
す専用の設備や建物などを示すマークで
はありません。イは視

し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
の安全を考

こう

慮
りょ

した建物などにつけられる
マーク、ウは聴覚に障害のある人が自分
の耳が不自由であることを自己表現する
ためのマーク、エは厚生労働省が定めた
妊
にん

娠
しん

している人への配
はい

慮
りょ

を示しやすくす
るマタニティーマークです。
　（２）障害者や社会的な弱者を特別扱

あつか

い

しない考え方をノーマライゼーションと
いいます。障害者などが社会の中で安全・
快適に暮

く

らせるように障
しょう

壁
へき

（バリア）と
なるものを取

と

り除
のぞ

いていこうという考え
方がバリアフリー、高齢者などの介護の
計画を立てる仕事を行う人がケアマネー
ジャーです。ユニバーサルデザインは言
語や国

こく

籍
せき

、男女の違
ちが

いなどにかかわらず
全ての人が利用できる施設や製品などの
デザインのことです。
問５　公

こう　しゅう

衆衛生とは個人や社会全体の健康
を増進するための活動で、日本では保健
所が中心となって行います。
問６（１）65歳以上の人口が増加すると
いうことは、高齢化にともなう社会保障
費が増加していくことを意味します。一
方15 ～ 64歳の人口は減少しているため
社会保険料を支

し

払
はら

う人口が減少していく
ことになります。その結果社会保障給付
費と保険料収入の差が拡大していき財

ざい

源
げん

が逼
ひっ

迫
ぱく

することになります。
　（２）2017年度の政府予算約97兆4547億
円のうち、約33.3％の約32兆2575億円
が社会保障関係費となっています。
　（３）社会保障や公衆衛生の向上などに
関わる仕事を行っているのが、厚生労働
省です。厚生労働省では他に雇

こ

用
よう

対策や
労働条件の向上などに関わる仕事も行っ
ています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点
2問６
「国」の語句が使用されていない場
合…不正解

社会─解答と解説



小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　（6）各2点×5＝10点
　　他各3点×6＝18点
□2　各4点×6＝24点
□3　（4）各2点×5＝10点
　　（6）4点
　　他各3点×4＝12点
□4　（5）4点
　　他各3点×6＝18点

計100点

（配点）

2

3

（完答） 

32 33 34

（1） （2） （3）

g g

27 28 29 3130

（6）

48 49 50 51

（1） （2） （3） （4）

の原理 g g g

52

53 54

（5） （6） （7）

cm3 g
35 36 （完答）37

（4） （5） （6）

％ g

4

21 22 23

（1） （2）

24 25 26

（3） （4） （5）

38 （完答）39 40

（1） （2） （3）

cm

イ
ネ

① ② ③ ④ ⑤

41 42 4443 4645

（4） （5）

① ② ③ ④ ⑤
タ
ン
ポ
ポ

（6）

47

ため、

100

100

水面からの深さ（cm）

浮
力
の
大
き
さ
（ｇ
）

エ 89.5 34.8

× × × ○ ×

○ × × × ○ エ

アルキメデス 800 762.5 75

100 72527.5 30.1 ①・④

受粉 イ ア

ウ ウ 在来種

積乱雲
（入道雲） ア・ウ・エ 54.6

森 の 木 な ど 多 く の 植 物 が

葉 を 落 と し て 光 合 成 量 が

へ っ て し ま う
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受粉 イ ア

ウ ウ 在来種

積乱雲
（入道雲） ア・ウ・エ 54.6

森 の 木 な ど 多 く の 植 物 が

葉 を 落 と し て 光 合 成 量 が

へ っ て し ま う
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【解　説】

1　イネとタンポポについての問題

（1）めしべの先の部分は柱
ちゅう

頭
とう

とよばれ、指

でさわると少しねばり気があります。こ

こにおしべの先でつくられた花粉がつく

ことを受
じゅ

粉
ふん

といい、受粉が行われると胚
はい

珠
しゅ

とよばれる部分が種子へと成長してい

きます。

（2）図１のイネの花では、イがおしべでウ

がめしべです。また、図２のタンポポの

花では、アがおしべでイがめしべです。

（3）人がたべる『お米』は、図１のウにあた

るめしべの下の方にある子房の中にある

胚珠が種子へと成長したものです。

（4）イネの種子には、根や葉のもととなる

はいとよばれる部分があり、そのはいか

ら芽や根がのび始めるので、アやエはあ

やまりであるといえます。また、イネの

はいからのびて出てくる根はひげ根で、

はじめの葉も１枚しか出ないため、ウが

正しいイネの発芽になります。

（5）セイヨウタンポポなどのように、外国

から種子が運びこまれるなどして日本に

定着したものを外
がい

来
らい

種
しゅ

（または帰
き

化
か

種
しゅ

）と

いい、カントウタンポポなどのようにも

ともと日本に生息していたものを在
ざい

来
らい

種
しゅ

といいます。

（6）①イネの花粉は風によって運ばれま

す。このような花を風ばい花といいます。

一方、タンポポの花粉は虫の体について

運ばれます。このような花を虫ばい花と

いいます。なお、タンポポの種子はわた

毛によって風にのって遠くまで飛ばされ

ていきます。　②たくさんの花びらがあ

るように見えるタンポポは、図２のよう

な小さい花がたくさん集まって咲いてい

るもので、１枚の花びらのように見える

部分は、細長い５枚の花びらが１つにく

っついたものです。このように、花びら

が１つにくっついて咲く花を合
ごう

弁
べん

花
か

とい

います。　③タンポポは冬の間も葉を地

面に広げたような状態で枯れずに過ごし

ますが、イネは種子だけを残して他の部

分はすべて枯れてしまいます。　④１つ

の花の中で花粉がめしべの柱頭につくこ

とを自
じ

家
か

受粉といい、イネやアサガオは

自家受粉によって種子ができますが、多

くの花は自家受粉では種子ができませ

ん。　⑤トウモロコシは、おしべがあっ

てめしべのないお花と、めしべがあって

おしべのないめ花の２種類の花が咲きま

す。このうち、株の下の方に咲くめ花が

トウモロコシの実に変化します。

2　もののとけ方についての問題

（1）食塩やほう酸が水にとけて粒が見え

なくなるのは、とても細かい粒に分かれ

て水全体に散らばったからです。アのよ

うに化学反応をして別のものに変化した

り、イやウのように温度が上がることに

よって、物質の状態が固体から液体に変

化したものとは、『とける』ということば

の意味が異なります。

（2）表により、20℃の水100gには35.8gの

食塩がとけるとわかるので、250÷100

＝2.5（倍）の水では、とかすことができ

る食塩の量も2.5倍となるため、35.8×

2.5＝89.5（g）までとけるとわかります。
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（3）表により、60℃の水100gには37.1gの

食塩がとけるとわかります。このことか

ら、50gの食塩をすべてとかすには、

100× 50
37.1 ＝134.77…＝134.8（g）の水

が必要で、とけ残った食塩をとかすには、

134.8−100＝34.8（g）の水をさらに加え

なければなりません。

（4）表により、80℃の水100gにとける食

塩は38.0gとわかります。水よう液の濃

さ（濃度）は、水よう液全体の重さに対す

るとけたものの重さの割合を百分率（％）

で表したものなので、100＋38＝138（g）

の食塩水に38gの食塩がとけているとき

の濃さは、38÷138×100＝27.53… ＝

27.5（％）と求められます。

（5）表により、80℃の水100gには23.5gの

ほう酸がとけ、100＋23.5＝123.5（g）の

ほう酸水ができます。これを20℃にま

で冷やすと、4.9gのほう酸しかとけなく

なるため、23.5−4.9＝18.6（g）のほう酸

がとけきれずに結晶となって出てきま

す。つまり、123.5gのほう酸水を冷やす

と18.6gのほう酸が出てきたので、200g

のほう酸水を同じように冷やすと、18.6

× 200
123.5 ＝30.12…＝30.1（g）のほう酸

が結晶となって出てくるはずです。

（6）上皿てんびんを使ってあるものの重

さをはかるときには、右ききの人は操作

がしやすい右の皿に分銅をのせていきま

す。分銅は重いものからだんだん軽いも

のにかえていきながらつり合いを確認し

ていき、あと100mgの分銅をのせると重

すぎてしまうことを確認して重さを決め

ます。目盛板は、針のふれはばが左右同

じになっていることで、てんびんがつり

合っているかどうかを確かめるもので、

針が中央で静止するまで待つ必要はあり

ません。分銅がよごれたりさびたりする

と重さが正しくなくなるため、分銅は必

ずピンセットで持ち、実験が終わったら、

うでがゆれないように２枚の皿を片方に

重ねてしまいます。

3　日本の天気についての問題

（1）2017年７月の豪雨は、気象衛星『ひま

わり』の雲画像でもはっきりとわかる、

線状にのびた積
せき

乱
らん

雲
うん

の発生が原因となっ

て起こりました。積乱雲は別名で入
にゅう

道
どう

雲
ぐも

ともよばれていて、上空の高いところま

で発達した細かい水滴や氷の粒の集まり

なので、比較的せまい範囲に大雨を降ら

せる雲です。

（2）台風の強い風と雨によって、川のはん

らんや床上しん水、土石流やがけくずれ

などが起こることがあります。火さい流

は火山がふん火したときに、津波は海底

で大きな地震が発生したときに起こるさ

い害です。

（3）雨水が入る場所の面積とたまる場所

の面積が等しい容器を用意し、決められ

た時間にその容器にたまった雨水の深さ

を降水量としています。したがって、図

１のような円柱の容器に546mmの雨が

降ったときは、そこにたまる雨水の深さ

も546mm＝54.6（cm）になります。

（4）熱帯地方の東太平洋上で発生した強

い低気圧で、中心付近の風速が秒速

17.2m以上になったものを台風といいま
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す。台風は１年中発生していて、年が変

わってから発生した順に１号、２号…、

とよんでいます。台風の進路は、上空高

い場所にたえずふいている偏西風の影響

を強く受け、特に夏から秋にかけて日本

列島を西から東に縦断するようなコース

を通ることもあります。台風の中心には

下降気流ができていて雲がなく、その部

分を『台風の目』とよんでいます。強い台

風ほど台風の目ははっきりと大きくでき

ます。北半球では、台風のまわりには図

に示されたような向きで風がふき、台風

の進路の東側では風の

速さに台風そのものの

速さが加わり、とても

強い風になります。

（5）台風が図２のような

進路を通ったとき、台

風を中心に考えると千

葉市が右ななめ前方か

ら後方へ向けて通り過

ぎていくことになります。したがって、

台風の通過前は東よりの風、通過後は南

よりの風になることがわかります。

（6）森の木は、たくさんの光合成を行って

空気中の二酸化炭素を吸収しています。

しかし、冬になると落葉樹が葉をすべて

落としてしまい光合成量が減るため、二

酸化炭素が吸収されにくくなって夏より

も空気中の二酸化炭素の割合が増加しま

す。

4　浮力の大きさについての問題

（1）物体にはたらく浮力の大きさは、その

物体が押しのけた液体の重さと等しくな

ることを発見したアルキメデスの名をと

って、これをアルキメデスの原理とよん

でいます。アルキメデスは浮力の他にて
・

こ
・

の原理も発見しています。

（2）表により、水面からの深さが０cmで

直方体が水に入っていない状態のとき

に、ばねばかりが800gを示しているの

で、この直方体の金属の重さは800（g）

とわかります。

（3）表において、ばねはかりの示す値の変

化は、水面からの深さが１cm増えるご

とに、25÷2＝12.5（g）ずつ減っているこ

とがわかるので、水面からの深さが２

cmから１cm深くなって３cmとなると、

ばねはかりの示す値は775−12.5＝762.5

（g）になります。

（4）水面からの深さが６cmのときにばね

はかりの示す値が725gになっているこ

とから、直方体の金属が、800−725＝

75（g）の浮力を受けて軽くなっているこ

とがわかります。

（5）表により、水面からの深さが８cmに

なるまでは、２cm深くなるごとに25gず

つ浮力が大きくなっているとわかります

が、水面からの深さが８cmより深くな

ってもそれ以上浮力は大きくなっていま

せん。これは、直方体の金属すべてがし

ずんだあとではどの深さにあっても、物

体が押しのける液体の体積が変わらなく

なることが原因です。

（6）直方体の金属がすべて水中にしずむ

と100gの浮力を受けていることから、

押しのけた水の重さも100gで、１cm3の

千葉市
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水は１gなので、直方体の体積は100cm3

であったことがわかります。

（7）表により、水面から５cmの深さまで

直方体がしずむと、ばねはかりの値は

737.5gとなって、800−737.5＝62.5（g）

の水を押しのけていることがわかりま

す。１cm3の重さが1.2gの食塩水にかえ

て同じことをすると、物体が押しのける

液体の重さが、62.5×1.2＝75（g）になり

ます。このように、物体にはたらく浮力

が62.5gから75gに増えたことにより、ば

ねはかりの示す値は800−75＝725（g）に

なります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点
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【
解　

説
】

　

�　

塩し
お

野の

七な
な

生み

の
「
日
本
人
へ　

国
家
と
歴
史
篇へ
ん

」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
「
硫い

黄お
う

島じ
ま

か
ら
の
手
紙
」
を
見
た
作
者
は
、
監か
ん

督と
く

ク
リ
ン

ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
が
、
日
本
人
の
視
点
か
ら
「
硫
黄
島
」
を
描え
が

い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
米
な
ら
ば
、
た
が
い
に
相
手
の
歴
史
を
み
と
め
あ
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

問
一　
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
は
直
前
に
書
か
れ
て
い
る
、
観
客
に
と

っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
要
素
を
さ
し
て
い
ま
す
。

問
二　
「
も
は
や
歴
史
だ
か
ら
」
ど
う
な
っ
た
か
と
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ

の
後
に
、
兵
士
た
ち
が
戦せ
ん

闘と
う

に
た
え
て
い
た
「
時
間
」
や
、
死
ん
だ
人

間
の
「
量
」
を
実
感
で
き
な
く
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、

長
い
時
間
が
経
過
す
る
う
ち
に
、
事
実
は
残
っ
て
も
、
そ
の
と
き
の
感

情
は
し
だ
い
に
風
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
歴
史
」
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
身
近
に
硫
黄
島
で
苦
し
ん
だ
人
や
亡
く
な
っ
た
人
が
い

れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
の
悲ひ

惨さ
ん

さ
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
う

い
う
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
い
や
る

こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
戦
争
も
ま
た
一
つ
の
歴
史

に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

問
三　

本
文
に
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

第
三
の
メ
リ
ッ
ト
が
、
日
本
人
自
身
に
関
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
に

「
第
三
の
メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
成
熟
す
る
こ

と
に
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。「
日
本
人
が
成
熟
す
る
こ
と
」
そ
れ
が
日

米
共
同
研
究
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
日に
っ

韓か
ん

や
日
中
の
関
係
ば
か
り
配は
い

慮り
ょ

し

て
い
る
と
真
の
共
同
研
究
も
、
日
本
の
歴
史
認
識
を
主
張
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
あ
き
ら
め
て
「
事
な
か
れ
主
義
」
に
走
っ

た
り
、
あ
る
い
は
、
反は
ん

撥ぱ
つ

か
ら
「
過
激
な
国こ
く

粋す
い

主
義
」
に
走
っ
た
り
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
「
成
熟
」
と
は
ほ
ど
遠
い
す
が
た
で
す
。
し
か
し
、

日
米
間
な
ら
、
た
が
い
に
冷れ
い

徹て
つ

で
客
観
的
な
議
論
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
「
厳
と
し
た
歴
史
事
実
に
基
づ
い
た
冷
静
な
歴
史
認
識
を
明
示
す
る

こ
と
」
が
で
き
れ
ば
、
日
本
人
の
頭
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

問
四　

こ
の
直
後
に
「
硫
黄
島
攻こ
う

防ぼ
う

戦せ
ん

は
歴
史
事
実
で
、
そ
れ
を
ど
う
見

る
か
は
歴
史
認
識
だ
が
、
こ
の
後
者
を
強
い
て
共
有
し
よ
う
と
し
な
い

で
」
と
あ
り
ま
す
。
韓
国
や
中
国
が
歴
史
認
識
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
要
求
し
て
く
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
に
な
る
の

で
す
。
韓
国
や
中
国
の
人
た
ち
は
、
な
に
が
な
ん
で
も
歴
史
認
識
を
統

一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
、
多
少
の
ち
が
い
も
み
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
怒ど

号ご
う

と
卓た
く

を
は
げ
し
く
た
た
く
音

で
終
始
す
る
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

問
五　

ア
メ
リ
カ
人
は
「
冷
徹
で
客
観
的
で
あ
る
」
こ
と
を
重
視
す
る
国

民
で
あ
り
、
自
分
た
ち
も
闘た
た
か

っ
た
硫
黄
島
の
攻
防
戦
さ
え
、
日
本
人
の

視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
で
す
。
で
す
か
ら
、
東
京
裁
判

に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人
の
視
点
と
と
も
に
、
日
本
人
の
視
点
を
持

つ
こ
と
も
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

問
六　

本
文
に
「
カ
ネ
と
時
間
の
無む

駄だ

だ
」、「
ゆ
え
に
、
こ
れ
に
使
う
カ

ネ
と
時
間
は
、
宣
伝
広
報
費
と
思
っ
た
ら
よ
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
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「
宣
伝
広
報
費
」
と
は
成
果
を
期
待
で
き
な
い
「
無
駄
」
な
出
費
の
こ

と
で
あ
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

問
八　

今
ま
で
は
日
韓
日
中
と
共
同
研
究
を
お
こ
な
い
、
な
ん
の
成
果
も

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
共
同
研
究

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
の
は
、「
や
っ
て
い
ま
す
」
と
示
す
た
め
で
し

た
。
つ
ま
り
、
は
じ
め
か
ら
な
ん
に
も
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
た
う
え
で
、

無
駄
な
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

の
共
同
研
究
を
「
玉ぎ
ょ
く

砕さ
い

」
に
た
と
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

問
九　

各
選せ

ん

択た
く

肢し

と
本
文
と
を
照
合
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ア�　

本
文
に
は
「
玉
砕
は
、
戦
略
上
や
む
を
え
な
い
戦
法
の
一
つ
で
あ

っ
て
、
世
界
史
で
も
例
は
少
な
く
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。「
日
本
人

に
し
か
理
解
で
き
な
い
」
は
誤
り
で
す
。

　

イ�　

日
韓
と
日
中
の
共
同
研
究
を
ワ
ン
・
ノ
ブ
・
ゼ
ム
に
し
よ
う
と
は

あ
り
ま
す
が
、
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ウ�　

日
米
が
共
同
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、「
冷
静
な
歴
史
認
識
を

明
示
す
る
」
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
選
択
肢
は
本
文
に
合

っ
て
い
ま
す
。

　

エ�　

本
文
に
は
「
安
保
理
入
り
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、「
実
現
す
る
だ
ろ
う
」
と
断
言
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

本
文
に
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

�　

佐さ

藤と
う

多た

佳か

子こ

の
「
一い
っ

瞬し
ゅ
ん

の
風
に
な
れ　

第
一
部
イ
チ
ニ
ツ
イ
テ
」
か

ら
出
題
し
ま
し
た
。

問
二　

健
一
は
新
二
も
「
自
分
み
た
い
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

新
二
に
も
自
分
と
同
じ
才
能
が
与あ
た

え
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
す
る
と
、
新
二
の
サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く
な
ら
な
い
の

は
、
新
二
の
努
力
不
足
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
新
二
は
健

一
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
に
、「
才
能
が
な
い
の
わ
か
っ
て
て
も
努

力
が
足
り
な
い
っ
て
無
理
に
思
う
こ
と
に
し
て
」
き
た
わ
け
で
す
が
、

た
だ
「
情
熱
や
希
望
を
す
り
へ
ら
し
て
」
き
た
だ
け
で
す
。
そ
う
し
て
、

自
分
は
健
一
と
は
ち
が
う
、「
才
能
が
な
い
」
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
三　

直
後
に
「
後こ
う

悔か
い

は
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

連
か
ら
の
無
言
の
質
問
に
対
す
る
答
え
で
す
。

問
四　
「
健
ち
ゃ
ん
に
何
度
も
ガ
ン
ガ
ン
言
わ
れ
た
よ
う
に
『
サ
ッ
カ
ー

か
ら
逃に

げ
た
』
だ
け
に
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。
健
一
は
新
二
に
も
自
分

と
同
じ
才
能
が
あ
る
と
思
い
こ
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
新
二
は
た
ん
に
サ

ッ
カ
ー
か
ら
逃
げ
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
五　

次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ�　

直
後
に
「
本
当
の
理
由
っ
て
何
な
の
？
」
と
あ
り
ま
す
。
真
剣
に

聞
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｂ�　

こ
の
直
後
で
根
岸
は
自
分
の
想
像
を
語
っ
て
い
ま
す
。
考
え
込
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｃ�　
「
も
っ
た
い
ね
え
」「
ゼ
ッ
タ
イ
に
許
せ
ん
」
は
、
根
岸
の
心
か
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ら
の
声
な
の
で
し
ょ
う
。

　

Ｄ　

こ
の
直
前
に
「
根
岸
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。

問
六　

新
二
は
、
そ
ん
な
連
に
つ
い
て
、「
何
か
に
行
き
詰づ

ま
っ
て
る
時
、

連
に
会
う
と
ほ
っ
と
す
る
、
あ
い
つ
の
そ
う
い
う
と
こ
、
す
げ
え
好
き

だ
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
な
に
か
と
悩な
や

み
の
多
い
新
二
に
は
連
の
生
き

方
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

問
七　

新
二
は
、
自
分
も
か
ん
た
ん
に
は
サ
ッ
カ
ー
を
捨
て
切
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
じ
つ
は
連
に
つ
い

て
も
同
じ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
走
る
の

好
き
っ
て
言
っ
た
も
ん
な
。思
い
き
り
走
る
と
気
持
ち
い
い
ぞ
お
っ
て
。

ギ
ョ
ロ
目
を
光
ら
せ
て
言
っ
た
も
ん
な
」
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
連
の

気
持
ち
を
思
い
や
っ
た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
も
う
一
度
、
連
を
走
ら

せ
て
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

問
八　

第
一
の
場
面
に
は
、
連
と
の
や
り
と
り
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。
第

二
の
場
面
で
は
根
岸
と
の
や
り
と
り
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
第
三
の
場

面
は
入
学
式
か
ら
一
週
間
た
っ
て
の
話
に
な
り
ま
す
。
大
き
く
場
面
が

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
す
。

問
九　

ど
の
声
と
ど
の
声
と
が
「
違ち
が

う
」
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
一

方
は
た
と
え
ば
「
ゼ
ッ
タ
イ
に
許
せ
ん
な
あ
」
と
か
、「
勧か
ん

誘ゆ
う

…
…
し

て
み
る
」
な
ど
、
連
を
陸
上
部
に
入
れ
た
い
と
思
う
根
岸
の
気
持
ち
を

表
す
声
で
、
も
う
一
方
は
「
あ
、
で
、
神
谷
く
ん
、
部
活
は
？
」
と
い

う
新
二
を
陸
上
部
に
誘さ
そ

う
と
き
の
こ
と
ば
で
す
。
連
を
誘
お
う
と
す
る

と
き
の
声
と
、新
二
を
誘
う
声
と
が
あ
ま
り
に
も
違
う
と
い
う
の
で
す
。

じ
っ
さ
い
、
根
岸
自
身
、
そ
ん
な
自
分
自
身
の
違
い
に
気
づ
い
て
い
て
、

「
決
し
て
つ
い
で
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
…
…
あ
る
け
ど
」
な
ど
と
軽
口
を

た
た
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
新
二
に
つ
い
て
は
、
つ
い
で
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
の
で
す
か
ら
、
連
に
つ
い
て
は
そ
の
反
対
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

　

�　

い
ず
れ
も
ふ
る
さ
と
を
思
う
啄た
く

木ぼ
く

の
思
い
が
表
れ
た
作
品
で
す
。
と

く
に
啄
木
は
ふ
る
さ
と
を
捨
て
る
よ
う
に
し
て
東
京
に
出
て
き
た
人
間

な
の
で
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
に
た
い
へ
ん
せ
つ
な
い
も
の
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
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